
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     校長 木 村 英 明 

「この道や 行く人なしに 秋の暮」（松尾芭蕉） 秋分の日も過ぎて、気がつくと外が真っ暗になっている

季節となりました。本日９月３０日に前期終業式を行いましたが、これで本校の教育活動も折り返し地点に差し

掛かったことになります。 

 

 さて、本校では９月２１日にマラソン大会を開催しました。当日は爽やかな青空の下、

参加した全児童が完走しました。私も陸上競技場内で応援をしていましたが、苦しい表

情や息づかいからどの子も真剣になって走っているのが伝わってきました。 

その姿に感動するとともに論語の中にある「後生可畏」（こうせいかい）という言葉を

思い出しました。この言葉の意味は「若者は、今は未熟でも来たるべき時代の息吹を感

じ取り、将来の大きな可能性を秘めているから、侮ってはならず、むしろおそれ敬うべきだ」というものです。

この言葉のように順位やタイムに関わらず、真剣に取り組む子どもたちの姿はそれだけで尊いと思いますし、切

り上げ？還暦の私にはとても眩しく映りました。 

 また、この日の南小の子どもたちは、この他にも素敵な姿を見せてくれました。それは他者を応援し励ます姿

です。１・２年生の子どもたちは自分の出番以外は大きな声で上級生の応援をしていました。苦しさもＭＡＸに

なるゴール前で聞こえてきた応援の声は各ランナーにとって大きな力になったことでしょう。そして他者を応援

するその素敵な姿は中学年でも高学年でも見られました。 

 

 話は変わりまして、先日スキージャンプの世界的に有名な葛西紀明さんを送迎する機会がありました。その車

内でのことですが、初対面ですから少なからずこちらも緊張します。でも、送り届けて思ったのは「この人は相

手を大切にすることを知っている人だな」ということです。自分から多くを語る方ではないのですが、こちらか

らの質問に対しては必ず返事をして丁寧に回答をしてくれました。確かに民間企業の営業部長という立場ですか

ら、接客の意識もあるとは思いますが、自分が世界的に有名だということを鼻にかけるような態度はありません

でした。きっとそういった態度が世界中のジャンパーから尊敬され、「レジェンド」の称号を受けている理由の一

つだと思いました。 

 

 最近の世の中は何かあるとネット上で炎上し、バッシングが繰り返される「不寛容の時代」と言われています。

そういった時代に南小の子どもたちの他者を励ます姿や葛西選手の態度は一人の大人として安心させられます。

また、本校の子どもたちの中には将来、世界を舞台に仕事をする人もいることでしょう。その時に他国の人から

も尊敬される人間性を備えている人でいてほしいと思いました。 
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 ９月８日（木）、延期になっていたフレンズ班遠

足を行いました。遠足の前半は、かもめ島でカニつ

りを楽しみました。用意してきたえさをお手製の釣

竿につけ、カニが来るのをじっと待っています。え

さにかぶりついたカニを釣り上げる子どもの笑顔

は、とても満足そうでした。「２ひきカニが釣れた

ので楽しかった。」「いっぱいカニを釣って楽しか

った。」など、みんながカニつりを楽しみました。

天気が心配

なこともあり、カニつりの後は学校に戻り、班毎にカレー作りに取

り掛かりました。班長の指示に従い、１・２年もにんじんやジャガ

イモを切るなどお手伝いし、作業を進めていきました。「カレーが

おいしかったです。」「フルーチェが食べられなかったけど、カレ

ーがおいしかったから、よかったです。」と自分たちで作ったカレ

ーに満足な様子でした。 

今年は、かもめ島と学校でフレンズ班遠足を行いましたが、それ

ぞれの場所で行ったことに満喫できた一日になったと思います。 

 

 

後期児童会役員選挙が行われ、三役が決定しました。 

 

 

 

 

 

立会演説会で、「笑顔を大切にした挨拶運動をします。」「一人も悲しい思いをしないで、みんなが楽し

める学校にしたい。」などと熱意を訴えかけ、当選しました。児童会を中心に、チームワークを大切にしな

がら、今まで以上に明るい笑顔が見られ、楽しい会話が聞こえてくる南が丘小学校にしていきましょう。 

 
 文化会館大ホールで、劇団風の子による「マーレンと雨姫」と

いう演劇を４年生から６年生までが鑑賞しました。舞台下に演技

する場所が配置されていたので、子どもたちはすぐ目の前で、演

技の様子を見ることができました。映画と違い、間近でのプロの

演技にただ見入るだけでなく、声の大きさ、喜びや悲しみといっ

た表情の変化などを肌で感じることができたようです。これから

始まる学習発表会の練習に、身体全体を使った表現の仕方や声の

出し方等を是非生かしてほしいと願っています。 



 

 

 

 ９月２１日（水）に、運動公園陸上競技場を会場にして、

校内マラソン大会が行われました。距離は、１・２年が１０

００ｍ ３・４年が１６００ｍ ５・６年は２０００ｍでした。 

 今年度は、午前中に開催しました。天気にも恵まれた今年

のマラソン大会では、一人一人が自分の目標達成に向けた結

果、大会新記録や自己記録の更新が誕生しました。一生懸命

走った各学年の上位入賞者は、次の通りです。 

 

 

 

 

９月２日（金）に、ＰＴＡ研修委員会が主催する単Ｐ研を開催

しました。昨年に引き続き、体育館を会場に、親子で「ズートピ

ア」の映画鑑賞会を実施しました。 

会場には、親子合わせて１００名ほどが集まりました。ウサギ

として初の警察官になった主人公ジュディと、サギ師のキツネ・

ニックが互いにだましだまされながら、「ズートピア」を舞台に、

隠された衝撃的な事件に迫っていくファンタジーアドベンチャ

ーの映画でした。 

司会やあいさつ等を担当していただいた、ＰＴＡ研修委員の皆

様、ありがとうございました。これからも、ＰＴＡ研修委員の皆

様を中心に、来年度も親子で楽しめる企画を立てて、単Ｐ研修会を進めていただきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 



 


